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経営者への活きた言葉 
守るものは成長するための志  駒村 純一（森下仁丹社長） 

１．何をやってもうまくいかない。私が森下仁丹に入社した時、社内はこんな雰囲気に包まれていました。

社員の心のどこかに「守り」の気持ちがあったからでしょう。本当に守らなくてはならないものを取り

違えていたのです。社員が必死で守るべきは、顧客や商品そしてブランドです。ここで大切なのは、守

ることは維持ではなく、拡大ということ。拡大を目指さなければ、成長はありません。 

２．成長のための改革は、長い歴史と伝統にどっぷりと浸かった人からすれば苦痛を伴うものでしょう。一

番楽な働き方は、前任者のやったことを少しだけ変える、ルーティングワークのような働き方です。リ

ーダーは、部下を伸ばすための存在です。そのためには今の能力でできる仕事を与えているようではい

けません。かといって、到底できない仕事を与えるのも意味がありません。 

３．「難しい注文を部下に出して尻拭いをするのが嫌だ」というのは、部下をきちんと見ていない上司の言

い訳に過ぎません。上司は、部下個々人の能力を見極めたうえで、背伸びをさせるぐらいの課題を与え

るべきです。守らなければならないのは、今の立場や前例の踏襲ではなく、成長するための志です。 

                      （参考：「日経ビジネス」2011 年 1 月 17 日号）

人事・労務について 
いま必要なのは和と敬の精神 

井出 元（麗澤
れ い た く

大学教授） 

１．私は古典の教えの中で何が大切かと問わ

れたら、「和」と「敬」という二つの文字

ではないかと思います。「敬の精神に基

づき和を実現する」。それがすべての文化

に一貫するものだと思っています。いま

はお互いにつつしみがなく、敬意を払わ

ないから不和になっている。いま必要な

のは「互
ご

敬
け い

」の精神だと思うのです。 

２．古典を精読すると我々は、いまの時代を

どう生きればいいのかという明快な答え

を見出すことができるのです。しかし、

それはもともと自分が持っているものだ

と気づかされるのです。これが古典を読

む本当の意味であり、先師に学ぶという

ことなのではないかと私は思っていま

す。 

   （参考：「致知」：2011 年 4 月号）

経営者のための危機管理 
シャッター商業施設が急増する 

１．イトーヨーカ堂の店舗閉鎖の動きが台風の目になってい

る。ピーク時の 1993 年 2 月期には 800 億円を超えたヨ

ーカ堂の営業利益は、2010 年 2 月期はわずか 17 億円に

まで縮小。不採算店整理のために 2013 年 2 月期までに

30 店舗を閉鎖する計画だ。ヨーカ堂に限らず、専門店な

どの台頭で競争力を失った総合スーパーの閉鎖は増え

ている。1997 年に全国に 1888 店舗あった総合スーパー

は、2007 年で 1588 店舗に減少、現在ではさらに 1300

店舗前後に減っていると見られる。 

２．一方で、全国に約 3000 あるＳＣ（ショッピングセンタ

ー）のうち 3 分の 1 は総合スーパーが核店舗となってい

る。総合スーパーの撤退跡を安く借りて出店するディス

カウントストアもある。しかし、結局、総合スーパーの

撤退跡は埋められず、廃業に追い込まれるＳＣが増える

だろうと予測される。シャッター商店街ならぬシャッタ

ーＳＣが今後急増する懸念が高まっている。 

（参考：「週刊ダイヤモンド」2011 年 1 月 22 日号）

古典に学ぶ 
手薄な部分に食らいつく 

「兵
へ い

の形
かたち

は水
み ず

に象
かたど

る。水
み ず

の形
かたち

は高
た か

きを避
さ

けて下
ひ く

きにおもむく。兵
へ い

の形
かたち

は実
じ つ

を避
さ

けて虚
き ょ

を撃
う

つ」 

（訳）「孫子」にある言葉です。訳しますと、「戦い方は、水の流れのようであらねばならない。水は高い所

を避けて低い所へと流されていく。それと同じように戦いも、充実した敵は避けて相手の手薄をつい

ていくべきだ」となります。            （参考：守屋 洋「リーダーのための中国古典」）：日経ビジネス人文庫

 


